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「河川空間を活かした賑わい創出の推進」に関する国の制度

かわまちづくり計画に基づくハード整備
・ソフト事業の展開

【制度の特徴】
●ハード整備ができる
●計画書の申請・認定が必要
●事業主体(国・市)の予算確保
（交付金制度あり）
●整備後の利活用が重要

都市・地域再生等利用区域の指定
河川敷地占用許可準則の規制緩和

【制度の特徴】
●市町村以外にも民間事業者等に
対して営業活動を行うことができ
るようにする制度
・カフェ、キャンプ場などの
営業活動の実施
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かわまちづくり支援制度について
【目的】

• 「河川」とそれに繋がる「まち」を活性化するため、地域の景観、歴史、文
化及び観光基盤などの「資源」や地域の創意に富んだ「知恵」を活かし、
市町村、民間事業者及び地元住民と連携の下、実現性の高い水辺の
整備・利用に係る取組みを、河川管理者が支援し、「河川空間」と「ま
ち空間」が融合した良好な空間形成を目指すことを目的とする。

【推進主体】

• 河川管理者と連携して「かわまちづくり」を推進する主体は、次のいずれ
かに該当するもの

（１） 市町村 （２） 市町村及び民間事業者

（３）市町村を構成員に含む法人格のない協議会
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【河川管理者が行う支援の内容】

ソフト施策による支援

• 河川管理者は、推進主体の柔軟な提案・発想を尊重し、次の項目に積極
的に取り組む。

① 推進主体と連携し、「かわまちづくり」の実現に向けて必要となる調査・検討
を実施

② 全国の良好な整備事例やその後の活用について、推進主体に情報を提
供

③ イベント施設やオープンカフェの設置等、準則22による都市・地域再生等
利用区域の指定等を支援

ハード施策による支援

• 河川管理者は、まちづくりと一体となった治水上及び河川利用上の安全・
安心に係る河川管理施設の整備

• 事業着手後、概ね５カ年で積極的に推進

※国土交通省資料「かわまちづくり計画作成の手引き」
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かわまちづくり計画について

■かわまちづくり計画の作成

主な記載事項

（１）水辺とまちづくりに関する基本方針

⚫ 都市計画や公園計画など市町村の地域計画の中での河川の位置づけ
⚫ 沿川地域のまちづくりの中での河川の位置づけ
⚫ 水辺の利活用に対する市町村や民間事業者としての考え方 等

（２）支援事業の内容（ソフト施策、ハード施策）

⚫ ソフト施策の実施範囲、概要
⚫ ハード施策の整備範囲、整備内容（整備箇所、整備概要、整備イメージ）、整備の必要性、有効性、整備の実現方策、推進
体制、施設利用および維持・管理体制 等

（３）その他特筆すべき事項

●様式以外の項目で、登録の必要性や有効性を示す事項を地域に応じて整理
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支援制度の登録を受けようとする推進主体は、河川管理者と共同で、別途定める様式により「かわまちづくり計画」を作成するものとする。

■かわまちづくり計画の登録

【申請・登録】

✓ 推進主体は、河川管理者と共同で「かわまちづくり計画」を作成し、対象河川を管轄する中部地方整備局長を経由して、水管理・国土保
全局長に支援制度への「かわまちづくり計画」の登録を申請。

【実現可能性】

✓ 水管理・国土保全局長は、「かわまちづくり計画」の内容について、実施の効果、市町村、民間事業者及び地域住民の「かわまちづくり」の
実現に向けた熱意の高さ、関係者の役割分担と実施体制の確保等の実現可能性を勘案した上で、実現可能性が高いと判断した「かわま
ちづくり計画」について支援制度に登録。

※国土交通省資料「かわまちづくり計画作成の手引き」
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全国286地区の登録

令和６年８月時点



河川空間のオープン化について
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策定スケジュール
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項 目
令和６年度 令和７年

11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ８月

(1)アンケート調査

(2)対話の場の実施
（栗栖地区）

●

(3)地質調査
（内田地区）

(４)パブリックコメントの実施
実施

(５)かわまち推進協議会
（計画策定）

❶ ❷ ❸ 〇

計画申請

◎

計画認定

計画修正

第１回
・これまでの取組について
・今後の方向性について

第２回
・ソフト・ハード施策について
・推進体制について

第３回
・計画素案のとりまとめ

調査結果
報告

調査結果
報告

配布・回収 入力集計


